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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第１四半期連結
累計期間

第63期
第１四半期連結

累計期間
第62期

会計期間
自2023年１月１日
至2023年３月31日

自2024年１月１日
至2024年３月31日

自2023年１月１日
至2023年12月31日

売上高 （千円） 10,514,006 7,417,868 32,203,391

経常利益 （千円） 736,685 480,740 1,330,695

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 432,609 258,034 839,527

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 503,192 362,178 991,397

純資産額 （千円） 17,006,143 17,595,554 17,397,618

総資産額 （千円） 29,638,580 31,325,948 30,118,560

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 395.73 236.07 767.98

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.40 49.37 50.90

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、2024年１月５日付で株式会社エスデイ設計室及び株式会社ライフデザイン研究所の全株式を取得し、当第１

四半期連結会計期間より当社グループの子会社としておりますが、現在のところ重要性が乏しいため、連結及び持分

法適用の範囲から除外しております。

また、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、[第４　経理の状

況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）に記載のとおりです。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績

当第１四半期連結累計期間の当社グループの経営成績につきましては、建設事業セグメントにおいて前連結会計

年度からの繰越工事の進捗等による影響から、売上高は前年同期比29.4％減の7,417,868千円となりました。

利益につきましては、売上高が減少した影響から、営業利益は前年同期比31.6％減の503,868千円、経常利益は

前年同期比34.7％減の480,740千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比40.4％減の258,034千円とな

りました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しております。下記の前年同期比較につい

ては、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較分析しております。

また、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。

 

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、前年同期に大規模太陽光発電所設置工事の進捗により売上高が大幅に増加

していた影響から、売上高は前年同期比45.6％減の3,559,898千円、営業利益は前年同期比40.3％減の274,332千円

となりました。

 

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、連結子会社である株式会社リブライフにおいて引渡物件が減少した影響か

ら、売上高は前年同期比3.0％減の3,802,847千円、営業利益は前年同期比14.1％減の236,290千円となりました。

 

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、新型コロナウイルス感染症の法的位置づけが５類へ移行したことに伴い

飲食各店舗の集客が改善したことから、売上高は前年同期比8.5％増の55,122千円、営業利益は1,614千円（前年同

期は営業損失404千円）となりました。

 

② 財政状態

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計に関しましては、長期借入による資金調達に伴い現金預金が増加した

影響等により、31,325,948千円（前連結会計年度末は30,118,560千円）となりました。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計に関しましては、資金調達に伴い１年内返済予定の長期借入金及び長

期借入金が増加した影響等から、13,730,393千円（前連結会計年度末は12,720,941千円）となりました。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産に関しましては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金

の増加等により、17,595,554千円（前連結会計年度末は17,397,618千円）となりました。
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(2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

(5) 従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

 

(7) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動はありません。また、新たに確定した重要な設備

の新設、除却等の計画はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2024年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年５月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,153,263 1,153,263
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株で

あります。

計 1,153,263 1,153,263 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年１月１日～
2024年３月31日

－ 1,153,263 － 764,815 － 705,825

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 60,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,091,100 10,911 －

単元未満株式 普通株式 1,963 － －

発行済株式総数  1,153,263 － －

総株主の議決権  － 10,911 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、
「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数4個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2024年３月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

美樹工業株式会社
兵庫県姫路市北条
951番地１

60,200 － 60,200 5.22

計 － 60,200 － 60,200 5.22

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2024年１月１日から

2024年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2024年１月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,887,822 2,791,427

受取手形・完成工事未収入金等 ※２ 5,000,968 ※２ 5,240,285

棚卸資産 6,033,735 5,802,390

預け金 35,094 69,493

その他 297,875 547,070

貸倒引当金 △3,557 △30,918

流動資産合計 13,251,938 14,419,747

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 4,056,872 4,006,233

機械・運搬具（純額） 1,093,248 1,051,546

工具器具・備品（純額） 732,736 733,388

土地 9,236,822 9,288,224

リース資産（純額） 76,516 105,957

建設仮勘定 24,921 28,987

有形固定資産合計 15,221,116 15,214,338

無形固定資産   

リース資産 48,287 44,399

その他 21,323 20,539

無形固定資産合計 69,610 64,939

投資その他の資産   

投資有価証券 686,529 750,246

繰延税金資産 440,878 424,231

その他 458,234 462,192

貸倒引当金 △9,747 △9,747

投資その他の資産合計 1,575,894 1,626,923

固定資産合計 16,866,621 16,906,200

資産合計 30,118,560 31,325,948
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 2,188,661 1,780,526

短期借入金 3,150,000 2,330,000

１年内返済予定の長期借入金 611,582 1,059,996

リース債務 57,010 65,718

未払法人税等 120,537 129,083

未成工事受入金 1,642,976 1,202,624

賞与引当金 167,566 337,992

役員賞与引当金 20,350 1,800

完成工事補償引当金 9,610 6,900

工事損失引当金 1,780 5,781

資産除去債務 34,000 34,000

その他 837,570 1,072,689

流動負債合計 8,841,646 8,027,113

固定負債   

社債 300,000 300,000

長期借入金 1,940,809 3,727,810

リース債務 70,664 84,590

退職給付に係る負債 777,986 791,083

役員退職慰労引当金 146,134 151,841

資産除去債務 282,595 285,312

その他 361,105 362,642

固定負債合計 3,879,295 5,703,280

負債合計 12,720,941 13,730,393

純資産の部   

株主資本   

資本金 764,815 764,815

資本剰余金 705,825 705,825

利益剰余金 13,833,967 13,928,045

自己株式 △110,990 △111,275

株主資本合計 15,193,617 15,287,410

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 135,412 177,029

退職給付に係る調整累計額 2,325 2,353

その他の包括利益累計額合計 137,737 179,382

非支配株主持分 2,066,263 2,128,761

純資産合計 17,397,618 17,595,554

負債純資産合計 30,118,560 31,325,948
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年３月31日)

売上高 10,514,006 7,417,868

売上原価 8,599,488 5,691,010

売上総利益 1,914,518 1,726,858

販売費及び一般管理費 1,178,239 1,222,989

営業利益 736,278 503,868

営業外収益   

受取利息 1,560 2,206

受取配当金 79 －

持分法による投資利益 5,719 3,432

その他 5,471 6,275

営業外収益合計 12,829 11,914

営業外費用   

支払利息 5,735 7,936

貸倒引当金繰入額 － 27,000

その他 6,688 105

営業外費用合計 12,423 35,042

経常利益 736,685 480,740

特別利益   

固定資産売却益 － 0

投資有価証券売却益 2,517 －

特別利益合計 2,517 0

特別損失   

固定資産除却損 0 128

特別損失合計 0 128

税金等調整前四半期純利益 739,202 480,612

法人税等 238,283 160,080

四半期純利益 500,918 320,532

非支配株主に帰属する四半期純利益 68,309 62,497

親会社株主に帰属する四半期純利益 432,609 258,034
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2023年１月１日
　至　2023年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年３月31日)

四半期純利益 500,918 320,532

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 2,242 41,617

退職給付に係る調整額 32 28

その他の包括利益合計 2,274 41,645

四半期包括利益 503,192 362,178

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 434,883 299,680

非支配株主に係る四半期包括利益 68,309 62,497
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

１．保証債務

下記の債務に対して、保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2023年12月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2024年３月31日）

ユニット住宅購入者が

利用する住宅ローン
1,064,360千円 807,720千円

 

※２．四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日で

したが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2023年12月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2024年３月31日）

受取手形 3,905千円 351千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日
至　2024年３月31日）

減価償却費 121,761千円 116,301千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2023年１月１日　至2023年３月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年３月23日
定時株主総会

普通株式 109,318 100 2022年12月31日 2023年３月24日 利益剰余金

(注)　１株当たり配当額には特別配当50円が含まれております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2024年１月１日　至2024年３月31日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年３月25日
定時株主総会

普通株式 163,957 150 2023年12月31日 2024年3月26日 利益剰余金

(注)　１株当たり配当額には特別配当70円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2023年１月１日 至2023年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位 ： 千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 建設 住宅 計

売上高        

一時点で移転される財又は

サービス
1,497,409 3,509,033 5,006,442 50,782 5,057,224 － 5,057,224

一定の期間にわたり移転さ

れる財又はサービス
4,985,917 167,633 5,153,550 － 5,153,550 － 5,153,550

顧客との契約から生じる収

益
6,483,326 3,676,666 10,159,993 50,782 10,210,775 － 10,210,775

その他の収益 59,400 243,829 303,230 － 303,230 － 303,230

外部顧客への売上高 6,542,727 3,920,496 10,463,223 50,782 10,514,006 － 10,514,006

セグメント間の内部売上高

又は振替高
101,223 775 101,999 12 102,011 △102,011 －

計 6,643,951 3,921,272 10,565,223 50,794 10,616,017 △102,011 10,514,006

セグメント利益又は損失

（△）
459,855 274,934 734,789 △404 734,384 1,893 736,278

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2024年１月１日 至2024年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位 ： 千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３ 建設 住宅 計

売上高        

一時点で移転される財又は

サービス
1,492,534 3,422,642 4,915,176 55,122 4,970,299 － 4,970,299

一定の期間にわたり移転さ

れる財又はサービス
2,007,792 124,133 2,131,925 － 2,131,925 － 2,131,925

顧客との契約から生じる収

益
3,500,326 3,546,775 7,047,102 55,122 7,102,224 － 7,102,224

その他の収益 59,571 256,072 315,644 － 315,644 － 315,644

外部顧客への売上高 3,559,898 3,802,847 7,362,746 55,122 7,417,868 － 7,417,868

セグメント間の内部売上高

又は振替高
184,542 1,572 186,115 39 186,154 △186,154 －

計 3,744,441 3,804,420 7,548,861 55,162 7,604,023 △186,154 7,417,868

セグメント利益 274,332 236,290 510,623 1,614 512,238 △8,369 503,868

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、飲食事業であります。

２．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する情報

当第１四半期連結累計期間より、事業を効率的に運営するために当社の組織体制を変更したことに伴い、事業セ

グメント区分について、従来、報告セグメントとして記載しておりました「設備事業」を「建設事業」に含めるこ

ととしております。また、「不動産賃貸事業」に関しましては、業績の評価単位を「建設事業」及び「住宅事業」

に付随するものとして、それぞれの事業に含めることとしております。従来「その他」に含まれていた一部の事業

につきましても、「建設事業」及び「住宅事業」に含めることとしております。

これに伴い、報告セグメントを従来の「建設事業」「設備事業」「住宅事業」「不動産賃貸事業」の４区分か

ら、「建設事業」「住宅事業」の２区分に変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成しておりま

す。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2023年１月１日
至　2023年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年１月１日
至　2024年３月31日）

１株当たり四半期純利益 395円73銭 236円07銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
432,609 258,034

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
432,609 258,034

普通株式の期中平均株式数（株） 1,093,182 1,093,028

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年５月10日

美樹工業株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

大阪事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 稲積　博則

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西田　直樹

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美樹工業株式会

社の2024年１月１日から2024年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2024年１月１日から2024年３月

31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2024年１月１日から2024年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美樹工業株式会社及び連結子会社の2024年３月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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